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トライタニウムPLケージは、ストライカー独自の技術によりデザイン、製造されています。
Tritaniumの特性を活かし、ボーンイングロースと骨癒合を促す構造を求めて生み出
された椎体間固定用インプラントです。 

Inspired by biology 
Enabled by technology 
Fusion evolution

Featuring Tritanium® 
In-Growth Technology1)
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1mm

海綿骨の微細な気孔構造からインスピレーションを得て、デザインされています。

海綿骨と類似した3次元多孔質構造を持つチタ
ンマテリアルです。3次元多孔質構造がボーン 
イングロースを可能にし、良好な骨新生を促し
ます。また、表面粗さによる摩擦係数の増大に
より初期固定性の向上も期待できます。

PEEK Cage

Ti Plasma Sprayed 
PEEK Cage

Tritanium PL Cage

Inspired by biology

What is Tritanium?

ボーンイングロース
術後8週目 ヒツジモデル2)

海綿骨3) Tritanium

材料 チタン合金
気孔径範囲 100～700μm
平均気孔径 400～500μm
平均気孔率 55～65%

トライタニウムPLケージ テクニカルデータ4)
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Enabled by technology9)  
�Laser Rapid Manufacturing 
High resolution 3D printing

ストライカー独自の3Dプリンティング製法によって、精密なイン
プラントの設計及び製造が可能となり、骨癒合に適した気孔径、
気孔率、形状、表面テクスチャを持つ椎体間固定用ケージを開
発しました。

トライタニウムPLケージは専用ソフトウェアを使用してミクロン
レベルから設計されます。その次にチタン合金の粉末を溶融す
る高出力のレーザーを使用し、一層毎に構築していきます。この
プロセスにより、一つのインプラント内に連続性のある多孔質
構造とソリッド構造を持つ複雑なインプラント形状の製作を可
能としました。全てのインプラントは一つの完成されたユニットと
して製造されるため、ラミネートや表面処理などの加工を必要と
しません。また、バッチ毎に製品の点検を行い、全てのインプラ
ントが同様の品質で製造されることを保証します。
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椎体終板と接する頭尾側面、移植骨を
充填できるケージの内面は高多孔質構
造のチタン合金製です

椎体終板の接触面積を増
大し、頭尾側両方向から
の骨癒合を促すティース形
状です

椎間の挿入を容
易にするスムー
スウェッジノーズ
デザインです

側面の大きな開口部はケージ全体の
剛性を和らげ、CTやX線など、画像
による骨癒合評価を可能にします

側面をスムースな表面にする
ことで、挿入時の軟組織損傷
のリスク軽減が期待できます

Fusion evolution  
Tritanium PL Cageの特長4,8)

X-rayCT

Images taken from a cadaveric study.5)

側面の大きな開口部はCTやX線などの画像による、骨癒合評価を可能にします。

1. Open architecture
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多孔質構造を持つトライタニウムは表面粗さにより摩擦係数が増大し、初期固定性の向上が期待で
きます。また、角度のついたティース形状により、挿入しやすく抜けにくい設計となっています。

トライタニウムPLケージは、沈み込みのリスクを抑えるため3つのデザイン特性をもっています。

・��剛性を抑えたケージ形状
・��椎体終板との接触面積を最大化したティース形状による荷重分散効果
・��海綿骨と皮質骨の中間に正確に設定された弾性係数

2. Suppressing subsidence6)

3. Stability7,8)
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Subsidence was measured at 500N of compressive force. Testing was performed per ASTM F2267.

疑似骨モデルへの沈み込み深度の比較（500N）

同じ距離を動かすために必要な力の比較（3mm）

Insertion and expulsion testing was performed as per ASTM F04-25-02-02.
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ボーンイングロースと生物学的な
骨癒合を促す材料の特性1)

カタログ番号 高さ（AH） 高さ（PH） 幅（W） Graft Volume

48950092 9mm 5.5mm 9mm 0.5cc

48950102 10mm 6.5mm 9mm 0.5cc

48950112 11mm 7.5mm 9mm 0.6cc

48950122* 12mm 8.5mm 9mm 0.6cc

48950132* 13mm 9.5mm 9mm 0.7cc

48951092 9mm 5.5mm 11mm 0.7cc

48951102 10mm 6.5mm 11mm 0.7cc

48951112 11mm 7.5mm 11mm 0.8cc

48951122* 12mm 8.5mm 11mm 0.9cc

48951132* 13mm 9.5mm 11mm 1.0cc

トライタニウムPLケージ 23mm（L）, 12Deg

材料の特性 トライタニウムPLケージ
生体適合性のある材料11) チタン合金製
多孔性の材料3,12,13)

平均気孔径>300μm
気孔率>46%

気孔径範囲：100〜700μm
平均気孔径：400～500μm
平均気孔率：55～65%

相互連結した気孔構造14) 上面と下面および内壁が多孔性
骨組成を反映した多孔質構造3) ・ランダムに相互連結した気孔 

・凹凸のある表面
・海綿骨に近い多様な気孔径と形状

粗い表面10,11) 摩擦係数=0.92
ランダムな多孔質構造が再現可能な製造プロセス 独自の3Dプリンティング製法によって、ランダムな多孔質

構造が再現できる

ケージサイズ
カタログ番号 高さ（AH） 高さ（PH） 幅（W） Graft Volume

48950076 7mm 5.2mm 9mm 0.4cc

48950086 8mm 6.2mm 9mm 0.4cc

48950096 9mm 7.2mm 9mm 0.5cc

48950106 10mm 8.2mm 9mm 0.6cc

48950116 11mm 9.2mm 9mm 0.6cc

48950126* 12mm 10.2mm 9mm 0.7cc

48951076 7mm 5.2mm 11mm 0.5cc

48951086 8mm 6.2mm 11mm 0.6cc

48951096 9mm 7.2mm 11mm 0.7cc

48951106 10mm 8.2mm 11mm 0.8cc

48951116 11mm 9.2mm 11mm 0.9cc

48951126* 12mm 10.2mm 11mm 1.0cc

AH

W

L

※高さはティースを含みます
	 6Deg高さ7mm、8mmは0.5mmティース
	 6Deg高さ9mm以上は1.0mmティース
	 12Degは全て0.6mmティース

*オプションサイズのため、営業担当者にお問い合わせください。

トライタニウムPLケージ 23mm（L）, 6Deg

PH
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